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でシアーを実現する o X， Y方向には周期境界条件を課している。つまり一定体積のもとでの単純









コントロールパラメータはシアーレート守と体積分率 νである。粒子の硬さ k は -/k1汚~ 30に
固定してある。体積分率の範囲は 0.55<ν< 0.66で、その値に応じてさまざまなレオロジー曲線
が得られることになるが、その様子を示したものが図 1である。このデータからパグノルドスケー
リングが破れ始めるシアーレートを見積もると、 ν=0.585から 0.621まではおおよそすと 0.02程
度であり、前節で論じたパグノルドの成立条件ヴゾ京/k/(l-αpd)< 1とは調和的13であることが
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